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される場合もある。Kim, Monge, & Strudler (2015)は、無意識な差別を引き起こす限定された倫理性に見
られる心理的要因として、「グループ内で見られる偏愛（えこひいき）（in-group favoritism）」、「利己的
偏見（self-serving bias）」、「コントロール幻想（illusion of control）」、「必然的に将来帰結されるこ















































































ある」29とこれら実験の含意を述べている。また、Bazerman, Morgan, & Loewenstein(1997)は、「監査の欠
陥で生じる事例は避けられない：“cases of audit failure are inevitable”」 30と主張している。 
   
5. おわりに 


















































































注 1 阪急阪神ホテルズ社長「偽装でなく誤表示」  
<https://www.nikkei.com/article/DGXNASDG24055_U3A021C1CC1000/>（2017年12月15日）。 










注 3 東芝不正会計事件 
松村勝弘（2017）「東芝不正会計事件はなぜ起こったのか」『証券経済学会年報』第 51 号別冊、証券経
済学会創立 50 周年記念大会 学会報告論文 2017年1月30日。 
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